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※本文には、Windows11 のスクリーンショット画面を使用しております。著作権侵害の意図はありません。 

Windows11で登場した機能について 
 
 

建築分野において最も広く使われていると思われ
る OSである Windows。2021年の 10月に Windows11が
登場してからもうすぐ 3年ですが、Windows 10を使い
続けている人は少なくありません。 
Windows10 を安全に使い続けられる期間には限りが

あり(2025年 10月 14日まで)、そろそろ Windows11へ
の移行を検討したほうがよいでしょう。 
そこで今回は移行対象の Windows11に登場した機能

をほんの一部ですがご紹介します。 
 
 
 これまでの Windowsではスタートメニューが画面左
下にありましたが、中央へと変更されました。以前の
状態に慣れており、左下に変更したい場合は「設定」
から変更することが可能です。 
またスタートメニューのデザインも変わり、よく使
うソフトなどをピン留めしてすぐに起動することが
できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
エクスプローラーのタブ表示が可能になりました。

これまでは複数のフォルダを開くと同じ数のウィン
ドウが表示されていましたが、Windows 11ではタブで
フォルダを切り替えて表示することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各種機能に素早くアクセスできるクイック設定の

機能が使用可能になりました。 
設定項目を追加削除することも可能なため自分の

好みに設定することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
通常複数の要素をコピー

＆ペーストするなら、その
分、マウスを行ったり来た
りさせてその操作を繰り返
す必要があります。数回で
あれば我慢できますが、頻
繁に行っていると手間がか
かります。 
クリップボード履歴機能

を使用すると貼り付けると
きに「Win＋V」キーを押すことでクリップボードの履
歴を表示でき、過去にコピーした履歴から、内容を選
んで貼り付けられます。そのため、必要な情報をまと
めてコピーしておき、後でペーストするという使用方
法ができます。 
 
 
これまではディ

スプレイを複数接
続しそれぞれのデ
ィスプレイにウィ
ンドウを配置した
ままスリープに入
ると、復帰時にウ
ィンドウの位置が
変わっていまし
た。 
Windows11 では「モニターの接続に基づいてウィン

ドウの位置を記憶する」という設定をするとディスプ
レイを再接続した時にウィンドウを適切な状態で表
示することができます。 
 
 
Windows を使用している以上、Windows11 への移行

は避けては通れません。ブラウザやエクセルなどのア
プリで仕事をする際にも、OSとなる Windows11を使い
こなしているかどうかで、業務効率が変わってくるた
め今回ご紹介した機能も含め有効活用していきまし
ょう。 
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